
平成 22 年度事業報告 

1.各部屋の利⽤状況 

室 グループ（担当） 実績 

研究教育⽀援室 

機械⼯作グループ 依頼件数：２５６件 

ガラス⼯作グループ 依頼件数：１６９件 

化学分析グループ 依頼件数：６５件 

グループ連携（真空・低温技術担当） 依頼件数：１６９件 

共同利⽤促進室 

共同利⽤促進グルー
プ 修理リユース担当 依頼件数：１５７件 

機器教育・安全技術
教育グループ 

機械⼯作・ステューデン
トショップ担当 

学⽣実習受講者数：１３６名 

ステューデントショップ利⽤件数：１，９３２件 

安全講習会受講者数：７９名 

技術講習会受講者数：４４名 

ガラス⼯作実習担当 
学⽣実習受講者数：３４７名 

技術講習会受講者数：４名 

リユース促進室 

データベースグループ 
リユース機器部局間利⽤件数：３４５件 

リユース機器部局内利⽤件数： 

機器リユース促進グループ 
リユース機器登録件数：０件 

リユース機器講習会参加者数：８２名 

先端機器開発室 先端機器開発プロ
ジェクトグループ 

⾼性能⼩型マルチターン⾶⾏時間型質量分析計プロジェクト（平成２０〜２２年度）

全固体真空紫外レーザー超微細加⼯装置プロジェクト（平成２０年〜２２年度） 

単⼀分⼦化学反応時間空間分解能測定装置プロジェクト（平成２１〜２３年度） 

STM-SQUID 磁気顕微鏡プロジェクト（平成２２〜２３年度） 



2.年間⾏事 

⽉⽇ 年間⾏事 

４⽉３０⽇ 

（１３時 〜１５時） 

いちょう祭施設開放 

ＮＣ⼯作機械、ガラス旋盤、機械⼯作ステューデントシ

ョップ、展⽰・実習室（センターで開発した教育教材な

どを展⽰）を公開・実演を⾏い、４８名の⾒学者があり

ました。 

実演風景 

５⽉２８、６⽉４⽇ 

基礎セミナーに協⼒ 

基礎⼯学部の基礎セミナー「極限条件下の物質科学－酸素が超伝導に！－」では展⽰・実

習室を利⽤して真空・低温装置の実習に協⼒しました。（１１名） 

６⽉１７、２４⽇ 

７⽉１、８、１５、２２⽇ 

学⽣実験（真空・低温関係）に協⼒ 

展⽰・実習室を利⽤して理学部学⽣実験の真空低温関係

の授業に協⼒しました。（４９名） 

授業風景 

８⽉３１⽇〜９⽉２⽇ 

第４回安全講習会 

機械⼯作スチューデントショップを安全に利⽤していただくための講習会で、対象は４回

⽣、院⽣、教職員です。別⽇程の臨時安全講習会を合わせて７９名の参加者がありました。

９⽉１４〜１７⽇ 

（機械⼯作） 

平成２２年度第１回技術講習会の開催 

機械⼯作をスキルアップするための講習会を開催し、１５名の参加者がありました。 

９⽉２５⽇ 

ＳＰＰ 

理学研究科・科学教育機器リノベーションセンター・千⾥国際学園⾼等部の連携で SPP（サ

イエンス・パートナーシップ・プログラム）を実施しました。テーマは「地球温暖化の原

因を科学する第３回」で、オゾン層とフロンガスの関係を当センターで製作した教材を使

って学習（実習）しました。（２０名） 

１０⽉２９⽇ 

PBL に協⼒ 

基礎⼯学部 PBL「太陽電池の作製」では展⽰・実習室を利⽤して真空・低温装置の実習に

協⼒しました。(３名) 



１１⽉１０⽇ 

第３回⾰新的研究教育基盤機器開発整備事業ならびにリ

ユース研究教育基盤機器整備報告会の開催 

上記報告会が産研インキュベーション棟講義室で開催さ

れました。午前は（独）産業技術総合研究所関⻄産学官

連携センター総括主幹の勝⾕透先⽣による招待講演「研

究機器開放利⽤の現状と課題」に続き、⾰新事業の各プ

ロジェクトから機器開発の進捗状況および開発計画につ

いて報告と紹介が⾏われました。午後からは、リユース

担当者によるリユース整備状況、共同利⽤状況などにつ

いて報告が⾏われました。８２名の参加者がありました。

報告会風景 

１１⽉２９⽇ 

サイエンスセミナー２０１０ 

理学研究科の主催で奈良県⽴⼀条⾼校との連携プログラ

ム「サイセンスセミナー2010」が開催され、当センター

は協賛しました。真空放電実験、質量分析器などを使っ

た環境測定の実習、および各種⼯作機械やガラス加⼯の

実演・⾒学を⾏いました。（４０名） 
実習風景 

３⽉８〜１１⽇ 

平成２２年度第２回技術講習会 

機械⼯作とガラス⼯作の講習会を開催し、合計８名の参

加者がありました 

技術講習会風景 

３⽉ 17、18 ⽇ 

熊本⼤学総合技術研究会 

「フロンガスによるオゾン層破壊のメカニズムを学習す

るための教育教材の試作」のタイトルで、平成２２年度

製作の教育教材の発表を⾏いました。 

発表風景 

 


